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取 扱 説 明 書 及び部 品 表 

本製品を安全に、また正しくお使いいただくために 
必ず本取扱説明書をお読みください。 
お読みになった後も大切に保管してください。 
本取扱説明書はお手持ちのスマートフォンや 
タブレットからアクセスすることができます。 



 



は  じ  め  に 
 
 

 このたびは本製品をお買い上げいただき、ありがとうございます。 
 
 この取扱説明書は、ロータリレーキの取扱方法と使用上の注意事項について記載しており 

ます。ご使用前には必ず、この取扱説明書を熟知するまでお読みのうえ、正しくお取扱い  

ただき最良の状態でご使用ください。 
 
 ●お読みになったあとも必ず製品に近接して保管してください。 
 ●製品を貸与または譲渡される場合は、この取扱説明書を製品に添付してお渡しください。 
 ●この取扱説明書を紛失または損傷された場合は、速やかにお買い上げの販売店または当社 
 にご注文ください。 

 ●本書は、 注意 として、製品自体の損傷防止に関する留意事項を記載しております。 
 ●なお、品質・性能あるいは安全性の向上のため、使用部品の変更を行うことがあります。 
  その際には、お手元の製品と本書の内容が一致しない場合もありますので、あらかじめ 
  ご了承ください。 
 ●ご不明な点やお気付の点がございましたら、お買い上げの販売店または当社にご相談 
 ください。 

 

  
 
 

      印付きの下記マークは安全上、特に重要な項目ですので、よく読んで必ず 
   お守りください。 
 
 

          その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになる 
          ものを示します。 
 
          その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性が 
          あるものを示します。 
 
          その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれのあるものを 
          示します。 
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警告 

注意 
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取扱説明書と本機に貼ってある  表示ラベルをよく読み、機械の使い方をよく理解し

た上で使用してください。また、機械を点検して異常がないかを確認してから使用して

ください。

機械を人に貸すとき、または所有者以外が運転するときは、運転方法を指導し、本書も

貸与し必ず読んでもらってください。

１．本機を使用するにあたって

（１）使用する人の条件

次の項目に該当する場合は本機を使用

しないでください。

●飲酒したとき。

●過労・病気・薬物の影響・その他の

理由により正常な運転ができないとき。 
●妊娠しているとき。

●取扱方法を熟知していない人。

（２）使用する人の服装

機械に巻き込まれたり、滑って転倒し

たりする事故を予防するため、首巻き

・腰タオルをしないで、ヘルメット・

滑り止めの付いた靴を着用し、だぶつ

きのない作業に適した服装で安全な

作業をしてください。

（３）適応トラクタ以外への装着厳禁

下記の装着条件に合致するトラクタ

以外には装着しないでください。

●適応トラクタ馬力と装着方法

型  式 馬力 kW（PS） 装着方法 

ＴＲ２６７０ 
１３．０～２９．５ 

（１８～４０） 

３点リンク直装式 

（カテゴリⅠ・Ⅱ）

（４）装着時の前後のバランス確認

３点リンケージに装着して持ち上げた

ときに、総重量の２０％以上の荷重が

前輪に作用していることが必要です。

もし、不足するときはトラクタ指定の

フロントウエイトを取付けて、２０％以上を

確保するか、できなければ装着しない

でください。

（５）バランスウエイトの取付け

トラクタのバランスウエイトは指定され

た部分に指定されたウエイト以外は 

取付けないでください。

 

安
全
に
作
業
す
る
た
め
に



安全に作業するために

- 2 -

（６）機械の改造厳禁

指定以外の部品を取付けないでくだ

さい。

また、改造をしないでください。

（７）使用目的以外への使用禁止

本機は稲ワラ、牧草、麦稈等の集草

作業を目的とした機械です。

他の目的には使用しないでください。

（８）機械を他人に貸すとき

取扱方法をよく説明して、使用前には

『取扱説明書』を必ず読むように指導

してください。

２．点検・整備をしてください

（１）１年毎の定期点検・整備を

整備不良による不具合や事故を防止

するために、１年毎に定期点検・整備

を受け、機械が最良の状態で作業が

できるようにしてください。

（２）作業前の点検・整備を忘れずに

ご使用になる前と後には必ず点検・

整備を行ってください。

（３）点検・整備・掃除をするとき

点検・整備・修理・掃除をするときは、

交通の危険がなく、機械が転倒したり、

動いたりしない平坦で安定した場所で

ＰＴＯを切り、トラクタのエンジンを

停止し、駐車ブレーキまたは車止めを

してから行ってください。

（４）機械を常にきれいに

火災予防と性能維持のため、回転部へ

の草などの巻付きやたまりを取除き、

機械を常にきれいに維持してください。 

（５）排気ガスには十分注意

屋内などでエンジンを始動するときは

エンジンの排気ガスによる一酸化炭素

中毒の恐れがあります。

エンジンの始動は、風通しのよい場所

で行い、やむをえず屋内で始動する

場合には、十分換気を行ってください。 
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（６）注油・給油するときは

ＰＴＯを切り、エンジンを停止し、回転

部分が完全に停止してから行ってくだ

さい。

（７）タイヤの点検・修理をするときは

①タイヤの空気圧は、規定の空気圧を

必ず守ってください。

②空気の入れ過ぎはタイヤ破損の恐れが

あり、死傷事故を引き起こす原因に

なります。

③タイヤに傷があり、その傷がコード

（糸）に達している場合は、使用しな

いでください。

タイヤ破損の恐れがあります。

④タイヤ・チューブ・ホイールなどに

関する交換・修理などは十分な整備

施設をもち、特別教育を受けた人が

いるタイヤショップ等の専門店に依頼

してください。

（８）長期格納するときは

機械を清掃し、回転部およびチェーン

には十分注油して、屋内の平坦な場所

に保管してください。

３．作業・移動をするときは

（１）人や動物を近づけない

特に子供には十分注意し、近づけない

ようにしてください。

（２）ＰＴＯ回転中は危険です

回転部には近寄らない、触らないを

守ってください。

（３）二人以上で作業するときは

二人以上の共同作業では、お互いに声

を掛け合うなどして、安全を確かめ

合いながら作業してください。

（４）エンジンを始動するときは

ＰＴＯを切り、変速レバーを中立にし

周囲の人に合図をして安全を確かめて

からエンジンを始動してください。

守らないと傷害事故を引き起こす恐れ

があります。
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（５）急な発進・停止・旋回・

スピードの出しすぎ禁止

スピードの出しすぎ、急な発進・停止・ 
旋回は、事故の原因となるだけでなく、 
機械の寿命も縮めますので行わないで

ください。

また、起状の多いほ場や傾斜地は、

危険です。作業スピードは極力落とし

て作業を行ってください。

（６）傾斜地で作業するときは

次のことを必ず守ってください。

①等高線に平行、または斜めに走行する

と横転の危険があります。

斜面の作業は､必ず等高線に直角方向

に走行してください。

②傾斜地で旋回するときは、速度を落と

し、急ハンドルを切らないでください。 
高速で旋回すると、転倒する危険が

あります。

（７）回転中のユニバーサルジョイントには

触れない

回転しているユニバーサルジョイントに、

手や足で絶対に触れないでください。

巻き込まれ傷害を負うことがあります。 

（８）回転中のロータには触れない

回転しているロータに、手や足で絶対

に触れないでください。巻き込まれ

傷害を負うことがあります。

（９）移動及び旋回するときは

トラクタに本機を装着しての移動やほ

場での旋回は、必ず３点リンケージで  

リフトアップしてから行ってください。

急旋回は危険ですので行わないでくだ

さい。

（１０）溝や畦を横断したり

軟弱な所を通るときは 

スリップや転倒による事故を防ぐため

に、幅・長さ・強度が十分あるスリッ

プしないアユミ板をかけ、最低速度で

通ってください。

（１１）作業途中で運転席より離れるときは

平坦な場所に降ろし、ＰＴＯを切り、

エンジンを停止し、駐車ブレーキを

掛けてください。

（１２）スタンドを移動位置にする

移動するときは必ずスタンドを上げて

走行してください。
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４．道路走行・輸送するときは

（１）トラックなどへの積み込み・降ろしは

平坦な場所でトラックが移動しないよ

うエンジンを停止し、サイドブレーキを

かけ、車止めをしてください。

積み込んだ機械は車止めをし、強度が

十分にあるロープで確実に固定して

ください。

（２）機材を吊って移動させる際は下図の

矢印の位置に吊具等をしっかり固定し

吊り上げるようにしてください。

  以上、機械の取扱で注意していただく主だった事項を記載しましたが、これ以外にも

  本文の中で 印を付けて安全上の注意事項を表記しております。

吊位置 
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５．公道走行するときは                                      

 農耕用トラクタに関わる道路運送車両法の運用が見直され、保安基準に緩和措置が設けられ 

ました。必要な対応をすることで、直装タイプの作業機で公道を走行することができます。公道

走行をする際は、下記項目を確認したうえで必要な対応を行い、法令遵守して走行してください。 

 

１．必要な運転免許証について 

トラクタ単体の場合、道路運送車両の技術基準（保安基準）の適合性を確保できる農耕 
トラクタであれば小型特殊免許/普通免許及び大型特殊免許（農耕用に限るも、含む）で 
運行可能ですが、トラクタに作業機を装着した場合の寸法が下表①~④の数値をひとつでも 
上回る場合、大型特殊免許(農耕用に限る、も含む)が必要となります。 

 
    ① 幅１．７ｍ   ② 全高２．０ｍ（安全キャブや安全フレーム２．８ｍ以下）    

③ 全長４．７ｍ  ④ 最高速度１５ｋｍ／ｈ以下 
 

 
   次図を参考にご確認ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．保安基準への適合性確認  

   自動車の種類と大きさにより、申請や検査登録が必要になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

② 

①  

④ 

③ 

農業用小型特殊自動車 農業用大型特殊自動車

トラクタに作業機を装
着した時の寸法が、
全幅2.5m、全長12m、
全高3.8mをすべて超え
ない場合

公示一括緩和を適用した車両として
申請や登録は必要ありません。

全国の運輸支局等で検査登録が必要
です。

トラクタに作業機を装
着した時の寸法が、
全幅2.5m、全長12m、
全高3.8mをいずれかを
超える場合

・全長12m、全高3.8mのいずれかを超
える場合は、地方運輸局長に個別緩
和を申請する必要があります。
・道路管理者から特殊車両通行許可
を得る必要があります。

・検査登録が必要です。
・全長12m、全高3.8mのいずれかを超
える場合は、地方運輸局長に個別緩
和を申請する必要があります。
・道路管理者から特殊車両通行許可
を得る必要があります。
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３．灯火器類・ステッカーの取付け 

下記フローチャート（１）～（４）を全てそれぞれについてご確認いただき、必要に応じ

て公道走行を行うための追加装備を取付けてください。 

 
（１）作業機最外側からトラクタの灯火器類までの距離 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

装備の取付け位置 

  道路運送車両法の保安基準により、各種灯火器類取付け位置が定められています。Ａ・

Ｂについては前方・後方から見て、作業機の最外側から４０ｃｍ以内、高さが地上２５ｃｍ以上

１５０ｃｍ以下の場所に左右対称になるように取付けてください。Ｃは後方から確認できる

位置に取付けてください。 

 
（取付け例） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

トラクタの後退灯以外の灯火器の取付け位置が

全て作業機の最外側から４０cm以内にある。

YES

（１）での追加装備

は必要ありません。

前面：A.白色反射器

後面：B.赤色反射器

C.制限標識

を取付ける必要があります。

NO
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（２）トラクタの運行速度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ※１ 運行速度が１５ｋｍ／ｈに制限されないトラクタと作業機との組合わせについては 

日農工のホームページ(ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｊｆｍｍａ.ｏｒ.ｊｐ)をご覧ください。 

最大安定傾斜角度が不明な場合は、運行速度１５ｋｍ／ｈ以下で走行してください。 

    

 

作業機を装着した際に、最大安定傾斜角度が３０度以上または、３５度以上（車両総  

重量が車両重量の１．２倍以上または、積載により重心高さが上がるもの）であれば、 

通常の速度で道路走行できます。 

上記条件を満たない場合は、 

・運行速度１５ｋｍ／ｈ以下での道路走行 

・道路走行をする際に、Ｃを作業機に表示、 

Ｄを作業機・運転席に表示 

を行う必要があります。 

 

装備の取付け位置 

    Ｃ・Ｄは後方から確認できる位置に取付けてください。 

    Ｄは運転席にも表示する必要があります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

（取付け例） 

＜安定性に関して＞ 

C.制限標識

　

Ｄ.速度制限表示

トラクタの運行速度が１５km／hを超えて走行が可能

NOYES

最大安定傾斜角度が３０度以上又は、３５度以上※1

通常の速度で

走行可能です。

後面：Ｃ.制限標識

Ｄ.速度制限表示

を取付け、１５km／h以下で

走行する必要があります。

（２）での追加装備

は必要ありません。

YES NO
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（３）トラクタのコンビネーションランプ（尾灯、制動灯、方向指示器）、後退灯の視認性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

装備の取付け位置 

道路運送車両法の保安基準により、各種灯火器類の取付け位置は定められています。 

・尾灯（テールランプ）      最外側から４０ｃｍ以内、高さは地上３５ｃｍ以上２１０ｃｍ以下 

・制動灯（ブレーキランプ）   最外側から４０ｃｍ以内、高さは地上３５ｃｍ以上２１０ｃｍ以下 

・方向指示器（ウインカー）   最外側から４０ｃｍ以内、高さは地上３５ｃｍ以上２３０ｃｍ以下 

・後退灯（バックランプ）     高さは可能な限り２５ｃｍ以上１２０ｃｍ以下 

 

コンビネーションランプは後方から確認（視認）できる位置に、上記条件を満たし、可能な 

限り左右対称になるように取付けてください。 

後退灯は後方から確認（視認）できる位置に上記条件を満たすように取付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ トラクタから灯火装置の信号が出ているか確認後に公道走行を行ってください。 

（取付け例） 

F.後退灯E.コンビネーションランプ

YES NO

作業機の機体最下部を地面から約２０cm上げた状態

で後方から確認し、トラクタのコンビネーションランプと後

退灯が視認できる。

・後退灯のみ視認できない場合は

可能な限りトラクタ上で移設してください。

・コンビネーションランプ、後退灯が視認

できない場合は作業機に取付ける必要

があります。

※取付けは販売店に相談してください。

（３）での追加

装備は必要

ありません。
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（４）作業機装着時の全幅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ トラクタの灯火器類が作業機の最外側から４０ｃｍ以上ある場合、 

反射器が必要になります。しかし、弊社の外側表示板は 

反射材を含んでいるため、反射器は取付け不要です。 

※２ トラクタの灯火器類が作業機の最外側から４０ｃｍ以内の場合、取付け不要です。 

 

装備の取付け位置 

    Ｃ・Ｇは後方から見やすい位置に取付けてください。 

Ｈは前後、両端に赤白ラインが「ハの字」になるように取付けてください。 

     Ｉは後方から確認（視認）できる位置で、最外側から４０ｃｍ以内、 

高さは地上２５ｃｍ以上２１０ｃｍ以下に入るように取付けてください。また前方が白、後方 

が赤になるようにしてください。  

   

 
 

   

 ｐ.６～７の図は、保安基準による作業機への灯火器類・ステッカーの取付け例です。 

H.外側表示板

I.車幅灯

C.制限標識

G.全幅表示

　※運転席にも表示する必要
　　があります。

作業機幅が１．７ｍ以下

YES NO

（４）での追加装備はありません。

作業機幅が１．７ｍ超～２．５ｍ以下

YES NO

前、後面：H. 外側表示板(※１)

両端 ：Ｉ . 車幅灯（※２）

後面 :C. 制限標識

後面 :G. 全幅表示

を取付ける必要があります｡前面：A.白色反射器

後面：B.赤色反射器

C.制限標識

を取付ける必要がありま

す。

※取付けは項目(1)を参

照ください｡

小型特殊免許・普通免許で運転できるトラクタ

YES

（４）での追加

装備はありま

せん。

NO

（取付け例） 
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灯火器類の取付け位
置が全て作業機の最
外側から40cm以内の
場合

灯火器類の取付け位
置が全て作業機の最
外側から40cm以内、
かつ小型特殊免許・
普通免許で走行で
きるトラクタで幅
1.7m以上の作業機
を取付ける場合

作業機の最外側から
40cm以上離れている
灯火器がある場合

灯火器類・ステッカー取付け例

トラクタに作業機装着時の寸法が、全幅2.5m、全高3.8m、
全長12m以下の場合

灯火器類の
視認性

前照灯
車幅灯
尾灯

後部反射器
制動灯

方向指示器

トラクタのコン
ビネーションラ
ンプ・後退灯を
視認できる場合

トラクタのコンビネーションラン
プ・後退灯を視認できない場合

取付け部品無し取付け部品無し
①

②

③

例) ③に灯火器類を取付け④

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

灯火器・ステッカー

A.白色反射器

H.外側表示板F.後退灯

C.制限標識

G.全幅表示

B.赤色反射器 D.速度制限表示

I.車幅灯

E.コンビネーションランプ
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※ 全幅２．５ｍを超過する場合は、道路管理者（国道：地方道路局、県道：各都道府県、

市道：各市町村）から特殊車両通行許可を得る必要があります。 

 

Ｐ.８ 「(２)トラクタの運行速度」を確認後、速度制限表示が必要な場合は取付けてください。 

 

   例）⑦に速度制限表示を追加 
 
 
 
 
 
 
 

詳細は日農工「公道走行ガイドブック」( ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｊｆｍｍａ.ｏｒ.ｊｐ/ｋｏｕｄｏ.ｈｔｍｌ)をご覧ください。

その他不明な点は、お買い上げいただいた販売店にご相談ください。 

灯火器類の取付け位
置が全て作業機の最
外側から40cm以内の
場合

作業機の最外側から
40cm以上離れている
灯火器がある場合

灯火器類の
視認性

前照灯
車幅灯
尾灯

後部反射器
制動灯

方向指示器

トラクタのコン
ビネーションラ
ンプ・後退灯を
視認できる場合

トラクタのコンビネーションラン
プ・後退灯を視認できない場合

灯火器類・ステッカー取り付け例

トラクタに作業機装着時の全幅が2.5mを超える場合

例) ⑥に灯火器類を取付け

⑤

⑥

⑦
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６．警告ラベルの貼付け位置                               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②部品コード ００１２０6００１９７０ 

 

①部品コード ００１２０６００２４００ 

 

 

③部品コード ００１３０６９５１０１０ 

 

・移動時は必ずレバーをロック

　してください。ロックしないと

　機体が破損する恐れがあります。

　また、公道走行をする場合は、

　必ずロックをしてください。

　ロックしないと機体が左右に振れ

　る恐れがあり大変危険です。

ロック位置ロック位置

解除位置

　注　意
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警告ラベルの取扱い注意事項 

 （１）警告ラベルはいつもきれいにして傷をつけないように、また汚れている場合、中性 
洗剤で洗い、軟らかい布で水気を拭いてください。 

 （２）傷ついたり、汚れたり、はがれた場合は、お買い上げの販売店又は当社に注文し 
新しいラベルを元の位置に貼ってください。（ラベルをご注文の際は部品コードを 
ご連絡ください。） 

 （３）警告ラベルが貼ってある部品を交換する場合は、新しいラベルを注文して元の位置に 
貼ってください。 

 （４）新しいラベルを貼る場合は、汚れを拭き取り、乾いた面に貼ってください。 
    気泡は隅の方へ押しながら抜いてください。 

安
全
に
作
業
す
る
た
め
に 



本製品の使用目的とサービスについて

 

 

- 15 - 

本製品の使用目的について 
  本製品は、稲ワラ、牧草、麦稈等の集草･拡散(反転)作業にご使用ください。 

使用目的以外の作業や改造などは、決して行わないでください。 

使用目的以外の作業や改造をした場合は、保証の対象になりません。 

（機体銘板貼付け位置図） 

アフターサービスについて 

機械の調子が悪いとき、不調診断に従って 

点検・処置しても、なお不具合があるとき 

は、お買い上げいただいた販売店、ＪＡ（ 

農協）、または、お近くの当社営業所まで 

ご連絡ください。 

 

【連絡していただきたい内容】 

  ●品名と型式 

●機体 No．（ＳＥＲ－Ｎｏ.） 

●ご使用状況は？ 

（どんな条件でどんな作業をしていたときに） 
●どれくらい使用されましたか？ 

（約〇〇アール、または約〇〇時間使用後） 

●不具合が発生したときの状況をできるだけ 

詳しく教えてください。 

 

※機体№は、上図に示す機体銘板に打刻しております。 

 

【今後参考のため、次の空欄に機体 No．などを記入しておいてください。】 

 

品   名 ロータリレーキ 

型   式 ＴＲ２６７０ 

機 体 № 

（SER－№） 
 

購入年月日 年      月     日 

販売店名 

 

 

TEL：   （   ）      
 

 

機体銘板
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名   称 は  た  ら  き 

①マスト トラクタの３点リンケージと連結します。 

②メインフレーム マストと連結し、フリースイング機構となります。 

③ローターディスク タインパイプを支持します。 

④キャンバス 集草幅の調整を行います。 

⑤シャジク ２本のタイヤで本機を支持し、タイン高さ調節に使用します。 

⑥タイヤ 本機を支えます。 

⑦カムレバー 作業時のカム位置を変更する際に使用します。 

⑧スタンド 保管時に本機の支持に使用します。 

⑨タイン 牧草などを集草します。 

⑩アンゼンガード 人や器物がタインに巻きこまれるのを防止します。 

⑪スイングロックレバー ほ場からほ場の移動等、スイングロックが必要な場合に使用します。 

① 

② ③ 

④ 

⑩ 

⑪ 

⑥ ⑨ ⑦ ⑧ 

⑤ 
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●トラクタへの本機の装着は平坦で安定した場所で行ってください。 
  ●３点リンケージへの装着はリンケージの動きに十分注意し、二人以上の共同作業では、 

お互いに声を掛け合うなどして、安全を確かめ合いながら作業してください。 
  ●ユニバーサルジョイントは、必ずトラクタのエンジンを止め、ＰＴＯクラッチを切ってから 

確実に取り付けてください。 
以上のことを守らないと傷害発生のおそれがあります。 

 
１．３点リンケージへの装着のしかた 
 ◆３点リンケージの装着順序 
  左のロワーリンク、右のロワーリンク、トップ 

リンクの順序で取り付けてください。 
 ◆スタンドを格納してください 
  ３点リンケージが取り付けできたら、スタ

ンドを上げて格納してください。 
 ◆トップリンクの連結穴位置 
  トラクタ側のトップリンク連結位置はトップ

リンクが最も角度がつくように最下部に

取り付けてください。 
 
 
 
 
 
 ◆トップリンクの長さ調整 
  トップリンクの長さによりフレームが水平

になるように調整します。 
  （詳細は作業方法の項参照） 
 ◆チェックチェーンで横振れ調整 
  運搬および作業時、本機の横振れを防止

するために、チェックチェーンでトラクタ

中心にロワーリンクが左右に２～３ｃｍ程度

の振れになるように調整してください。 
 
 
 
 
 
 

注 意 
  ３点リンクを最上げした際、ユニバー  

サルジョイントとマストが干渉しないこと

を確認してください。干渉する場合は、

上げ規制を行ってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．ユニバーサルジョイントの取付け 
 ◆ユニバーサルジョイントの取り付け順序 
  本機入力軸に取り付けてから、トラクタ  

ＰＴＯ軸に確実に取り付けてください。 
 ◆ユニバーサルジョイントの長さ確認 
  ジョイント長さは、３点リンケージによる本機

の上昇・下降により変化します。 
  先に、ジョイント長さが長すぎないかを 

確認し、長すぎるときは次図の寸法が確

保できるように切断してください。 
 

 

トップリンク 
取付位置 

マスト 

 

ジョイント 

干渉しないか確認 

 警 告 
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注 意 
  作業時のジョイント角度は、最大３０度を 

超えないよう調整をしてください。 
  ３０度を超えるとジョイント破損の原因と 

なります。 
 
 ◆カバー回転止めチェーンで固定 
  ユニバーサルジョイントのカバーが回転 

しないように、チェーンに余裕をつけて

しっかりと固定してください。 
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１．タインの高さ調整 
 ●Ｌ型ピンを差し込む穴を変更し、タイン

の地上高を調整することができます。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 ●Ｌ型ピンの高さ調整 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

タイン高さ シャジク カムプレート 

高 

  

  

  

 

 

 

  

低 

Ａ １ 

Ｂ ２ 

Ｃ ３ 

Ａ ４ 

Ｂ ５ 

Ｃ ６ 

Ａ ７ 

Ｂ ８ 

Ｃ ９ 

 
 

 Ｌ型ピンをシャジク側とカムプレート側の 
対応する穴に差し込んでください。 

 ※約７ｍｍのピッチで高さ調整が可能です。 
 

  
 タイヤの高さ位置変更の時は必ずトラクタ 

 のエンジンを停止してから行ってください。 
 これを怠ると傷害発生のおそれがあります。 

 
 
２．カムレバー・カムプレートの取扱い 
 ●集草・拡散・反転の目的に合わせて、  

カムレバーの位置を変更してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
カムレバーを手前に引いてロックを外し、

所定の位置まで回してください。 
 カムレバーは確実に所定位置に入るように 
 押し込んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

A 

C 
B 

カムプレート側 シャジク側 カムレバー 
 

４ 

５ 

 

６ 

１ ２ ３ 

高 

低 

シャジク 

Ｌ型ピン穴 

 

カムプレート 

Ｌ型ピン穴 

７ ８ ９ 

 警 告 
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各作業に合わせてカムレバーを△位置を 
目印にして、図中の標準位置の溝に差し 
込んでください。 
また、作物の離すタイミングを変える場合 
は、カムレバーを前後の溝を使用し調整 
してください。離すタイミングは時計回り 
に動かすと早くなり、半時計周りに動か 
すと遅くなります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆拡散作業 

 ウインドローを再び拡散して、乾燥を 
 促進させます。 
 
◆反転作業 

 拡散された牧草やワラを乾燥状態に 
 より一日に数回反転し、乾燥を促進 
 させます。 

 
 
 カムレバーの位置変更は、必ずトラクタの 
エンジンを停止してから行ってください。 

 これを怠ると傷害発生のおそれがあり 
ます。 

 
 

３．キャンバスアームの取扱い 
●集草量によりＬ型ボルトを緩め、キャン

バスの出量を調整してからＬ型ボルトを

再度しっかり締め直してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※大きなウインドローを作る際には、キャン 

バスを上向きにして作業を行うことも 

可能です。 
 
●集草・拡散・反転・移動でキャンバスの 
組付け方向を変えてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Ａ穴…集草作業時に使用してください。 
   (キャンバスは下向きになります) 
Ｂ穴…拡散、反転、移動時に使用してくだ 
   さい。 
   (キャンバスは上向きになります) 
 

標準位置 

拡散 

進行方向 

カムレバー 

ボルト１０×２５を 
緩めてキャンバスを
機体前後方向に 
調整することが 
できます 

Ｌ型ボルト 

キャンバス 

Ｂ穴 

キャンバスアーム 

Ａ穴 

上向き 

下向き 

 

4 
5 

反

 

集

 

転 

草 

タイミング 遅 

早 

 警 告 
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◆集草時 
トラクタの後ろから見て左側にキャン 

バスがくるように組付けてください。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆拡散・反転および移動時 

 キャンバスを上向きに収納してください。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 キャンバスの位置変更は、必ずトラクタの 
 エンジンを停止してから行ってください。 
 これを怠ると傷害発生のおそれがあり 
ます。 

 
 
 
 
 
 

４．移動時のタインアームの取扱い 
●移動時には、 
①キャンバスを最縮にする 
②アンゼンガードを折りたたむ 
③タインアームを収納する 
を行い、作業機の全幅を狭くしてくだ 

さい。また、公道走行する場合は、必ず

タインを収納してください。 
 

◆タインアーム収納のしかた 
タインアームのリンチピンを抜いてタイン  

アームを外し、タインアームをロータディ 

スク上部の収納部に差し込んだ後、リンチ 

ピンで固定してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
安全ガードの折りたたみ、キャンバスの 
位置変更、タインアームの収納はトラクタ 
のエンジンを停止してから行ってくだ 
さい。 
これを怠ると傷害発生のおそれがあり 
ます。 

キャンバス(下向き) 

進行方向 

キャンバス(上向き) 

タインアーム 

リンチピン 

収納部 

進行方向 

 

タインアーム 

 警 告 

 警 告 
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１．作業手順と要点                                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 

●周囲の安全を確認し、エンジン 

回転を下げた状態でＰＴＯを 

入れる 

●各部に異常がないことを確認する 

●３点リンケージおよび 

ユニバーサルジョイントの接続 

●３点リンケージ最上げ時の 

干渉チェックおよび調整 

●①キャンバスを折りたたみ 

②アンゼンガードを収納し 

③タインアームを収納 

④スイングロックレバーを降ろす 

トラクタへの装着 

集草 

●シャジクによるタインの高さ調整 

●キャンバスのセット 

ＰＴＯを入れ、各部の作動を 
確認する 

準備 

次のほ場へ移動 ●周囲の安全を確認し、安全速度 

で移動する。 

 
 

キャンバスおよびタインアームの 
収納 

 

装着状態の調整確認 

走行クラッチを入れ、走行し、 
集草作業を行う 

●周囲の安全を確認し、作業開始 

時はゆっくり走行する 

作業が終了したら停止し、 
ＰＴＯクラッチを切る 

●エンジン回転速度が下がってから 

ＰＴＯクラッチを切る 

タインアーム、ガード、キャンバス、 
スイングロックレバーを作業状態にする 
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２．移動するとき 
移動するときは、キャンバスを収納し、必ず

本機を十分な高さまで３点リンケージで 

吊り上げてから走行してください。 

 
 
また、移動時はスイングロックレバーを必ず 

移動ポジションに倒してから移動するよう

にしてください。 
 
◆スイングロックレバーの切り替え 

●移動時のポジション 

 
 
 
 
 
 
 
 
移動時は上図のようにレバーを降ろして 

スイングをロックしてください。 
 
●作業時のポジション 

 
 
 
 
 
 
 
 
作業時は上図のようにレバーを起こして 

ロックを解除してください。 
 
 

 
 
①移動するときは、必ずキャンバスを 

収納してください。 
②本機を装着しての運転は、道路および 

  まわりの条件に適した速度で行って 
  ください。 
  絶対に急発進・急ブレーキ・急ハン 

ドルは行わないでください。 
③カーブを曲がるときは、重心の変化 
 や機械の幅に十分注意してください。 

 作業姿勢のまま移動すると、人に重大 
な傷害を加えたり、物損事故を起こす 
おそれがあります。 
④スイングロックレバーを移動ポジション 

  にして必ずロックしてください。 
ロックしない状態で移動すると機体が 
左右にスイングし危険です。また、 
機械の破損のおそれもあり絶対にます 
ので行わないでください。 

 
３．作業時の調整 
◆タインの高さ調整 
●シャジクのＬ型ピンの差し込み穴を変更 
してタイン地上高を調節してください。 
（Ｐ．１９参照） 

●トラクタに装着し、フレームが地面対し、 
水平な場所で調節してください。 

●ほ場条件に合わせタイン高さを変えてくだ 
さい。 

ほ 場 条 件 タイン地上高 

一 般 ほ 場 １０～２０ｍｍ 

凸凹の激しいほ場 ３０～４０ｍｍ 

軟 弱 ほ 場 ３０～４０ｍｍ 

 
●微調整はトップリンクの長さまたはトラクタ

のロワーリンク高さを変えることで行って 

ください。 
 
 

スイングロックレバー 

スイングロックレバー 

 警 告 
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◆キャンバスアームの調整 
キャンバスアームの出量を調整することに 

より、ウインドローの幅を変えることができ

ます。 
 
※草量および草丈により調整してください。 
●草量の多いとき（牧草・長ワラ等） 
  ‥‥‥‥‥キャンバスアームを広める 
●草量の少ないとき（切ワラ等） 
  ‥‥‥‥‥キャンバスアームを狭くする 
       
※大きなウインドローを作る場合はキャンバス

を上向きの位置で作業を行うことも可能 

です。 
 
●集草作業時は次図のようにキャンバスを下

向きにセットし、草量に合わせてキャンバス

の出量を調節してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●拡散・反転時は次図のようにキャンバスを上

向きにセットしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●移動・保管時は次図のようにキャンバスを上

向きにセットしアンゼンガードを折りたた

んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 キャンバスの位置変更は、必ずトラクタの 
エンジンを停止してから行ってください。 
これを怠ると傷害発生のおそれがあり 
ます。 

 
◆カムレバーの位置変更 
各作業では草量が多い時は時計回り、  

少ない時は反時計回りにカムレバーの位置

を変更してください。 
（詳細はＰ．１９～２０参照） 

 
 
 
           

   
 
 
 
 
 
 
 
 

進行方向 

キャンバス 

キャンバス 

キャンバス 

集草位置 

反転位置 

拡散位置 

少 

多 

草量 

 警 告 
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 カムレバーの位置変更は、必ずトラクタの

エンジンを停止してから行ってください。 
 これを怠ると傷害発生のおそれがあり 
ます。 

 
◆適正回転速度 
作物の種類、ほ場の条件に合わせ、適切な 
速度と回転速度をお選びください。 
目安としては次表を参考にしてください。 
 集草 反転、拡散 

PTO 回転速度 

(ｍｉｎ-1) 
３５０～４５０ ５００～５４０ 

作業速度 

(ｋｍ/ｈ) 

長草 ５～７ 長草 
５～７ 

短草 ３～５ 短草 

※草量が多い場合は、速度を下げて作業を

行ってください。 
 
 
 ①作業中は、まわりに人や動物を近づけ 

ないでください。石などがタインで 
飛ばされ、人などに当たるおそれが 
あり大変危険です。 

 ②ＰＴＯ回転中は、ロータには近づかない 
でください。触れると巻き込まれる 
おそれがあり大変危険です。 
これらを守らないと死亡あるいは重大 
な傷害発生のおそれがあります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．傾斜地での作業 
 ◆必ず斜面の等高線に直角方向に走行し、

旋回時は速度を落とし急ハンドルを切ら

ないでください。 
 ◆傾斜地での作業時は、スイングロックレ

バーを必ずロックした状態で作業を行な

ってください。 
  傾斜地でスイングを使用すると、傾斜方

向に機体が流されて危険です。 
 
 
等高線に平行、または斜め走行や急旋回 
は横転の危険がありますので、決して 
行わないでください。 

 
 

 警 告 

 警 告 

 警 告 
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作業の安全確保と、故障を未然に防ぐには、機械の状態をよく知っておくことが大切です。 
作業前の点検は、欠かさず行ってください。 

 
 
 ●取り外したカバー類は必ず取り付けてください。衣服が巻き込まれたりして危険です。 
 ●点検・整備をするときはＰＴＯを切り、エンジンを停止して、回転部が止まってから 

行ってください。 
 
 
点検一覧表                                      
 

№ 項   目 内   容 参照ﾍﾟｰｼﾞ ﾁｪｯｸ 

１ ユニバーサルジョイント 取り付けが完全か １７  

２ 各部のボルト・ナット 緩み、ガタつきがないか ―  

３ 機体の姿勢 正しい姿勢になっているか １７  

４ タイン 
欠損がないか 

固定ボルト締め付けトルクは適正か 

― 

２８ 
 

５ タイヤ 空気圧は適正か ２７  

６ 各部への注油・グリスアップ 各部へのグリスアップは十分か ２７  

 
点  検  メ  モ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警 告 
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 ①各部の調整をするときは、ＰＴＯを切り、

エンジンを停止して回転部が完全に 
止まってから行ってください。 

 ②取り外したカバー類は必ず取り付けて 
ください。 

 
 
１．タイヤの空気圧の調節、及び摩耗、損傷 
◆作業前にはタイヤの空気圧を確認して 

ください。 

   
 
●タイヤの空気圧は取扱説明書に記載 
している規定圧力を必ず守ってくだ 
さい。 
空気の入れ過ぎは、タイヤ破損の 
おそれがあり死傷事故を引起す原因 
になります。 

 ●タイヤに傷があり、その傷がコード 
（糸）に達している場合は、使用しな 
いでください。 
タイヤ破損のおそれがあります。 

●タイヤ・チューブ・ホイールなどの 
交換・修理は、十分な整備施設をもち､ 
特別教育を受けた人がいるタイヤショップ 

等の専門店に依頼してください。 
 
外観からタイヤの空気圧を判断する目安 

は次の通りです。 
 

 
 

◆本機に装着しているタイヤの 
サイズと規定空気圧  

   タイヤサイズ 

    １３×５．００－６ＰＲ 

        （チューブレスタイヤ） 

   空気圧 

    ２５０ｋＰａ (２．５ｋｇ／ｃｍ２）以下 

 

２．各部へのグリスアップ 
 

注油場所 
グリス 

アップ箇所 
注油時期 

①ギヤケース １箇所 ５０時間毎 

②ベアリングユニット 

 (フレーム) 
１箇所 ５０時間毎 

③ピローユニット 

 (マスト部) 
１箇所 ５０時間毎 

④サポートパイプ １２箇所 ５０時間毎 

⑤カム グリス塗布 ５０時間毎 

⑥スイングカム部 グリス塗布 ５０時間毎 

ユニバーサル 

ジョイント 
 ５０時間毎 

 
●グリスアップ箇所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
定期的に各部のグリスアップを行って  

ください。 
 
 
 
 
 
 
 

２

３

４

５

６ １２

３

４

５

６ １

 警 告 

 警 告 
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３．タイン固定ボルトの締め付け  
作業前にタイン固定ボルトの緩みがないかを

確認し、緩みがある場合は以下のトルクを  

参考に締めなおしてください。 

 
締め付け場所 締め付け箇所 締め付けトルク 

タイン固定ボルト １８箇所 １００Ｎｍ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．長期格納時の手入れ 
作業が終了したら、次期の使用時に備え 

かつ、末長くご利用いただくためにも十分

な手入れを行ってください。 
●水洗いをして付着した泥やほこりなどを

落とし、巻き付いた草などを取り除いて 

ください。 
●乾燥後は、各回転部、摺動部には十分注油

し、錆びないようにしてください。 
●塗装のはがれた部分には、補修塗料を塗り、

錆が出ないようにしてください。 
●各部のボルト、ナットが緩んでいないかを

確認し、緩んでいる所は締めてください。 
●各部の点検を行い、不良部は部品交換や 

修理を済ませておいてください。 
●格納する場所は、雨やほこりのかからない

屋内に保管してください。 
●格納は平坦な所で保管してください。 
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不 調 内 容 診  断 処  置 参 照 
ﾍﾟｰｼﾞ 

●集草列が不揃い ●ＰＴＯ回転速度と車速があって 

いない 

●キャンバスの調整が適正でない 

●ＰＴＯ回転速度と車速を 

合わせる 

●キャンバスの調整をする 

 

２５ 

 

２４ 

●かき残しがある ●タインと地面のスキ間が広い ●シャジクの高さを調整する １９ 

●草が持ち回る ●カムレバーの位置が適切でない 

 

●カムレバーの位置を変える １９～ 

２０ 
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１．主要諸元            
 

※この主要諸元は改良などにより、予告なく変更することがあります。 

※質量はユニバーサルジョイント装着時の数値です。 

 

２．主な消耗部品          
 

部 品 名 称 部 品 コ ー ド 備  考 

タイン ３３１１０-３２５１-０００  

キャンバス ４１１１０-５５１１-００１  

 

 

 

 

 

 

 

品 名 ロータリレーキ 

型 式 ＴＲ２６７０ 

装 着 方 法 ３点リンク直装式（カテゴリО・Ⅰ） 

駆 動 方 法 トラクタＰＴＯ駆動 

機
体
寸
法 

全  長

(㎜) 

格納時 １９０５ 

作業時 ２３５０ 

全  幅

（㎜） 

格納時 １０３５ 

作業時 ２１５０～２７５０ 

全  高

（㎜） 

格納時 １４００ 

作業時 ９７５ 

質     量 （ ㎏ ）  ２０５ 

作  業  幅 （ ㎜ ） ２７００ 

作 業 速 度 （ ㎞ ／ h ） ３～７ 

作業能率（分／ 1 0 ａ ） ４～９ 

タ イ ヤ サ イ ズ １３×５．００－６ＰＲ 

適応馬力（kW{PS}） 
１３．０～２９．５ 

（１８～４０） 
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